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今後の館蔵資料のデジタル化について
2005 年４月にプロジェクト室を発足させ、以後５年計
画で作業を進めてきた古典籍総合データベース（古典籍
ＤＢ）の構築作業も、ついに当初予定の５年を経過した。
昨年までに主たる資料の電子化を完了し、データベース
を通じてその情報を世界に向けて発信してきた。その間
の経緯については昨年の本誌上で紹介したのでここでは
繰り返さないが、その後も日常的な業務の中でデータベー
スには新たな資料が追加されている。
ここでは、昨年も指摘した「データの蓄積から積極的な
公開へ」というデータベースそのもののシフトチェンジが
どのように進展しているかという点と、当初の目的を完了
したところで明らかになったデータベースの問題点につ
いて指摘し、今後の発展につなげてゆきたい。
5 年間の総括として、これまでに作成・公開してきた書
誌、画像データと 2009 年度の利用状況を確認しておこう。
○データ作成状況（総計）
書誌入力：224,883 冊（82,627 部）＝ 2010.3.31 現在
画像撮影：78,959 冊（46,635 部：2,856,078 カット）              
 ＝ 2010.3.31 現在
書誌公開：77,455 件＝ 2010.4.28 現在
○データアクセス状況（別掲）
○資料提供 (2009年度実績 )
◇館蔵資料の掲載・放映等利用
掲載・放映：512 件（08 年度：372 件、07 年 291 件）
＊「古典籍ＤＢ」の画像をダウンロードしての利用：341 件
（08 年度：212 件、07 年度：96 件）
2009 年度の事業は、前年度開始した風陵文庫について
のポータルサイトを公開することから始まった。すでに大
隈文書、本間文庫などで経験のある冊子目録からの入力と
はいえ、風陵文庫は資料の形態、分類、書名、いずれをとっ
ても特殊なものであり、冊子目録も独特な仕様で作成され
ていた。そこで、当初の目標を少し延長する形で慎重に
データを作成し、公開を 2009 年度とした。ただ、公開後
の反響はすばらしく、月間アクセス統計の上位に風陵文
庫関係のページがランクインすることもしばしばである。
この分野のコレクションをこれだけ大量にかつ精細な画
像で公開しているものは、日本国内だけでなく、中国にお
いてもそう多くはないだろう。今後、一層の活用が期待さ
れるサイトである。
新規入力については、これまで入力した分野の中から、
作業時書架になかった（閲覧・貸出・修補中など）入力漏れ、
撮影漏れのものの処理に加え、近年新たに受け入れた資料
でカード目録作成済のものの入力などの日常業務に加え、
2009 年度受入の大型コレクション『九曜文庫』の書誌作成、
画像撮影の作業を開始した。
九曜文庫は中野幸一名誉教授が蒐集した源氏物語、およ
びその関連資料を中心とした一大コレクションである。一
括して文庫扱いとし、冊子目録の刊行を予定しており、あ
わせて資料の保存と有効活用のために古典籍ＤＢへデー
タを収載することとなった。
これまで古典籍ＤＢのデータは、図書館員が過去に作
成したカードや冊子目録を元に、委託業者 ( 紀伊國屋書店 )
が直接現物からデータ作成してきたが、今回は既存の目録
はおろか、カード類も無く、書誌作成も一からの作業とな
る。そこで、専用のＷＩＮＥデータ入力用シートを作成し、
特別資料室の専任が手分けして資料 1 点ずつシートを記入
し、手書きのそれを WINE に登録するためのパンチ作業
を委託することとした。今回のこの試みにより、これまで
カードや冊子目録の作成から始まっていた和漢の貴重書、
古書の整理について、WINE に直接入力する方法が確立
したことになる。今後、このやり方をさらに検証し、日常
の古書・貴重書のデータ作成に生かしてゆきたい。
 2010 年度は、上記の九曜文庫の入力（書誌・画像）を
進め、年度後半には冊子目録を作成するとともに、ポータ
ルサイトの公開を目指す。他に昨年からの課題である古
典籍ジャーナル刊行も進めなくてはならないが、一方で、
過去５年に作成したデータの整備も必要となっている。
第一が IMAS データの整理である。古典籍ＤＢには、
現在大きく２種類のデータが混在している。ひとつが本
プロジェクトによって作成された書誌・画像情報であり、
今ひとつがプロジェクト開始前に実施したデジタルアー
カイブ（IMAS）で作成したデータである。IMAS データ、
特に画像については古典籍ＤＢに移行可能とのことでそ
のまま取り込んだが、実際には画像公開の制限がかかっ
ていたり、ＷＩＮＥの書誌情報が反映されなかったりと、
多くの問題が発生してしまった。過去にも関係箇所で検討
してきたが、現段階で効果的な対策はとれていない。資料
によっては古典籍ＤＢ上で“双子書誌”のようになってし
まっており、一刻も早い解決が望まれる。
さらなる課題として、画像のＲＡＷデータの管理があげ
られる。ＲＡＷデータは公開中の Jpeg、pdf 画像よりも精
細な元データであり、従来のカラーポジフィルムにかわる
“原版”として保管・活用する予定だった。しかし、実際
には納品形態の変化（DVD → HDD）もあり、一括した管
理が困難になっている。前述の外部への資料提供に際して
も電子媒体での提供を求める声が増えてきており、なんと
言っても原本代替資料としての財産でもある RAW データ
の正確な管理・活用のために、効果的な手段を検討する必
要がある。
古典籍ＤＢも６年目を迎え、研究者の間にもかなり浸透
してきたのではないか。今後、新たなデータ作成とともに、
一層の利用促進のため、データベースの質的な向上に努め
てゆきたい。
2009 年度の実績
今後の課題
古典籍データベース　データアクセス状況
学内アクセス
学外アクセス	
総計
				2006年4月
					10,167	
			228,883	
			239,050
				2006年10月
							2,889	
			191,625	
			194,514
				2007年4月
							6,358	
			238,452	
			244,810
				2007年10月
					20,294	
			472,519	
			492,813
				2008年4月
					15,302	
			618,828	
			634,130
				2008年10月
							6,446	
			741,972	
			748,418
				2009年4月
					11,878	
			910,818	
			922,696
	2009年10月
							5,801	
1,356,068	
1,361,869
				2010年4月
							3,940	
	1,245,713	
	1,249,653
※		過去最高月間アクセス数は、2009年12月：2,415,864(学内：2,779＋学外：2,413,085)
